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双葉郡教育復興ビジョンを実現する地域総がかりでの教育復興推進体制と施設について（案）

〇 双葉郡の復興や持続可能な地域づくりに貢献し、全国や世界で活躍できる人材を育成
〇 子供たちの実践的な学びで地域を活性化し、復興につなげる

子供も大人も学び、新たな双葉郡の創造に
つなげる複合施設
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※当事者の主体性を引き出し各種取組を活性化するためにも、多様な当事者が参画して学校・併設施設の検討を進めることが望ましい
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「ふるさと創造学」
での

課題解決学習と
地域復興の
取組が連携

例）
○ふるさとの伝統文化継承
○復興についての提言
○震災や原発事故の記録・
記憶の継承と発信

○コミュニティ復興の取組
○新たな産業の創造

双葉郡教育復興事務局（仮）

社会教育主事 地域コーディネーター

○双葉郡教育復興ビジョン推進協議会
（双葉地区教育長・福島県教委・福島大学・文科省・復興庁）
○運営スタッフ （I・Uターン人材、双葉地区教育委員会、福島県教委、文科省、
復興庁、企業、NPO、各学校復興部、双葉地区関係者等）
○双葉郡子供未来会議 （全生徒会、PTA協議会）
○学校支援組織

①一貫校の取組を支えつつ郡全体の取組を加速
②学校支援地域本部の予算を活用した
地域コーディネーターの配置
③特例としての社会教育主事の配置
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双葉郡人材育成と地域復興の相乗効果を創出する取り組み（案）

〇 双葉郡の復興や持続可能な地域づくりに貢献し、全国や世界で活躍できる人材を育成
〇 子供たちの実践的な学びで地域を活性化し、復興につなげる

子供も大人も学び、新たな双葉郡の創造につなげる複合施設
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【双葉郡の
地域コミュニティの課題】

【狙い】
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※当事者の主体性を引き出し各種取組を活性化するためにも、多様な当事者が参画して学校・併設施設の検討を進めることが望ましい
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双葉郡の地域総がかりでの教育復興推進体制（案）

○地域総がかりで中高一貫校も含めた双葉郡の教育復興を進める体制の構築が必要である。その際、海士町での視
察も踏まえて、①外部人材の活用、②確固たる学校と支援組織の連携体制の構築、③関係者での口癖と絵の共有
が重要である。

○第2WGにおいて、①一貫校の取組を支えつつ郡全体の取組を加速させるコアとなるチーム（双葉郡教育復興事務
局：仮称）を構成し、②学校支援地域本部の予算を活用した地域コーディネーターの配置と、③特例としての社会
教育主事の配置を行う案が挙がっている。
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コアとなるチーム
双葉郡教育復興事務局（仮）
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【検討課題 】
（１） コアとなるチームの顔ぶれの検討
（２） コアとなるチームの担う具体的役割の明確化
（３）各町村に派遣するコーディネーター・派遣社会教育主事の

担う具体的役割の明確化

（４） コアとなるチームと、各町村の学校支援地域本部の関係性の
検討

（５）コアとなるチームと、各校長（町村立学校、中高一貫校）との
関係性はどうあるべきか

○双葉郡教育復興ビジョン推進協議会（双葉地区教育長・
福島県教委・福島大学・文科省・復興庁）
○運営スタッフ（I・Uターン人材、双葉地区教育委員会、
福島県教委、文科省、復興庁、企業、NPO、各学校復興
部、双葉地区関係者等）
○双葉郡子供未来会議（全生徒会、PTA協議会）
○学校支援組織

一貫校の取組を支えつつ郡全体の取組を加速
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